
 

 

 

 

  

  

 

 

  

＜会場：お茶の水女子大学       ＞ 

（東京都文京区大塚２－１－１：茗荷谷駅徒歩５分） 
 

参加費無料。 

 

 

※駐車場はございません。当日は正門からお入り下さい。 

 

 

講演１ 午後１：０５～２：００ 

 

講演２ 午後２：０５～３：００ 

 

講演３ 午後３：１５～４：１０ 

 

講演４ 午後４：２０～５：００ 

 

 樋口あや （国立天文台 特任研究員） 

 

 本間希樹 （国立天文台 教授） 

               

 

 黒田有彩 （株式会社アンタレス 代表取締役） 

 

開場：午後０：３０～ 

 

「初めて捉えられた巨大ブラックホールの姿」 

     

  

 

パネルディスカッション 「遙かな宇宙を見る目は 

       

 

「最新望遠鏡で探る星・惑星形成」 

」 

 

 

 

「大きな宇宙と小さなわたし  

     

 

 

会場は構内の地図で確認して下さい。 

 

モデレータ 

 
 森川雅博 （お茶の水女子大学理学部 教授） 

 

ご登録先：https://skycat.phys.ocha.ac.jp/ukd/7UK  

 

 

 

 

共通講義棟 

 
2号館 201号室 

事前登録が必要です。 

 

お問合せ：０９０－１０５８－８７９８（事務局） 

 

どうなっているのでしょうか？」 

 

 

 １２月１５日頃までにご登録下さい。 

 

 

 

星や惑星が生まれる様子はどのように 

見えるのでしょうか？ 

」 

 

 

 

〜宇宙の大きさを体感しよう〜 

      

 

     宇宙はどれだけ大きいのでしょうか？ 

 

    楕円銀河 M８７の中心にあるブラックホール、 

                  どうやって見るのでしょうか？ 

  

 

※登録画面を保存または印刷して頂き、 

 

 

 

 

入構時に身分証明書と共にご提示下さい。 

 

 

 
共催：お茶の水女子大学理系女性教育開発共同機構 

 

 

後援：自然科学研究機構 国立天文台 

 


